2005年9月21日

各　位

旭化成エレクトロニクス株式会社

　　　旭化成電子株式会社
「高精度非接触回転角センサ」の開発について
～温度、振動、発塵など厳しい環境下でも高精度が維持できる小型回転角センサ～

旭化成エレクトロニクス株式会社（社長：鴻巣 誠、本社：東京都新宿区）の100％子会社 旭化成電子株式会社（社長：中尾 正文、本社：東京都新宿区）は、自動車用モーター制御やステアリング角度検知、ロボット、工作機械用途向けに、温度、振動、発塵など厳しい環境下でも高精度が維持できる小型回転角センサ「高精度非接触回転角センサ」を開発しました。磁気式回転角センサにおいて、－40℃～125℃という広い温度範囲において角度誤差±0.5度以内という高精度を世界で初めて実現しました。
「高精度非接触回転角センサ」を、本年11月からサンプル出荷、2006年6月より量産出荷をします。なお、10月4日から8日まで幕張メッセにて開催される「ＣＥＡＴＥＣ ＪＡＰＡＮ　2005」に「高精度非接触回転角センサ」の製品展示を行います。
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1．「高精度非接触回転角センサ」開発の背景

　自動車用のモーター制御やステアリングなどの車載用機器、あるいはロボット、工作機械などの産業機器用エンコーダにおいて、高機能、高性能化に伴い高精度に回転角を検出するニーズが、年々高まっています。これら機器で使用する場合、従来の回転角センサでは、正確な検出を行うことが下記の点で困難とされておりました。

・光学式回転角センサは、高温域では寿命が低下する、小型化すると角度分解能が低下し

てしまいます。

・抵抗式ポテンシオメーターは、接触構造型であるため長期間使用すると、接点が摩耗するあるいは、信頼性が低下します。

各種機器類の高機能、高性能化により、モーターや回転軸の発熱による100℃以上の高温時や振動、油、埃、塵等の環境下でも十分な精度が発揮できること、また機器の信頼性向上及び長寿命化のために、非接触で測定出来るセンサが熱望されています。

今回開発しました「高精度非接触回転角センサ」では、当社の薄膜形成技術を駆使した高感度ホール素子と角度精度の温度依存性を補償する独自のアルゴリズムの開発によって、－40℃～125℃という広い温度範囲において誤差±0.5度以内という高精度でかつ高い信頼性を合わせ持った磁気式回転角センサを世界で初めて実現しました。
2．「高精度非接触回転角センサ」製品概要

　「高精度非接触回転角センサ」は、磁石の絶対回転角を検出し、回転角測定範囲は360°に対応しております。主な用途としては、自動車、工作機械、ロボット機器など幅広い分野での採用が期待されています。

（1）技術の特長
① 設計自由度を高めたセンサ構成

　「高精度非接触回転角センサ」は、専用ホール素子2ヶと専用ＡＳＩＣ（※1）1ヶで構成され、2極に着磁された磁石の回転角を非接触の状態で検出します。またホール素子とＡＳＩＣを分離した構成を採用したことにより、リング形状の磁石でも使用できるため、中空のエンコーダにも対応出来るようになっています。

　また、センササイズを小さくするため、ホール素子のサイズは、ボディーサイズ1.5×1.5×0.6tと超小型パッケージを採用したことにより、搭載箇所の自由度を高めました。

2 広い使用温度範囲と角度精度

　角度精度の温度依存性を補償する独自のアルゴリズムを開発し、角度分解能で0.1°（12bit）、絶対角度精度±0.5°を広い温度範囲（－40℃～125℃）で実現しました。
3 アナログ／デジタルの2出力に対応

　センサ出力は、アナログ及びデジタルの両方に対応。デジタルインターフェースはＳＰＩ（※2）を採用。
4 プログラミング機能とキャリブレーション機能を搭載

　ＡＳＩＣには不揮発性メモリを搭載。ホール素子の駆動条件やゲインを、プログラミングにて変更可能。さらにホール素子とＡＳＩＣ間の配線短絡や断線、過電圧検出、電源電圧低下等多彩な故障検出機能も搭載しています。また、実装・組立誤差の影響を取り除くために、キャリブレーション機能を搭載。実装精度を気にすることなく組み立てられるようになっております。

（2）製品の特長と仕様概要

	パラメータ
	仕様
	単位

	電源電圧(Vdd)
	4.5～5.5
	Ｖ

	保存温度範囲
	－55～150
	℃

	動作温度範囲
	－40～125
	℃

	角度分解能
	0.1
	度

	絶対角度精度
	±0.5
	度

	角度出力周期
	30
	ｋＨｚ

	信号遅延時間
	300
	μｓ

	出力電圧範囲
	5～95
	％Ｖdd

	出力電流
	±1（Typ.）
	ｍＡ

	消費電流
	20（Typ.）
	ｍＡ


（3）生産・出荷・製品展示計画　　
　　　サンプル出荷時期　　　2005年 11月より

　　　量産開始時期　　　　　2006年　6月より

　　　製品展示　　　　　    2005年10月4日～8日「ＣＥＡＴＥＣ ＪＡＰＡＮ　2005」於：幕張メッセ

（4）事業目標：2008年度　 5億円
2010年度　15億円
　　　　　　

3．旭化成電子のセンサ事業について

「旭化成電子株式会社」
　事業内容　：　旭化成電子（株）は世界Ｎｏ．1のホール素子メーカーです。高感度ホール素子をはじめ、ハイブリッドホールＩＣ、電流センサ関連等の各種磁気センサを取り揃え、お客様のニーズに対応しています。その応用製品はＣＤ－ＲＯＭ、ＦＤＤ等のＯＡ機器、家電製品から産業機器まで、幅広い分野に広がっています。

今後も磁気センサ、アナログ・デジタル信号処理技術、さらにそれら信号から必要な情報を導き出すアルゴリズムなどを総合的に組み合わせ、お客様に新しい磁気センサソリューションを提供してまいります。
　代 表 者　：代表取締役社長　　中尾　正文

　資 本 金　：4億円（旭化成エレクトロニクス 100%）

　売 上 高　：150億円 (2005年3月期)

　従業員数　：約1000人
＜ご参考＞

用語の説明

（※1）【ASIC】：Application Specific Integrated Circuitの略。

特定用途向け集積回路の総称。ある特定用途だけに設計されたICチップを指す。開発工程に応じて、ゲートアレイやスタンダードセルといった品種がある。

（※2）【SPI】：Serial Peripheral Interface (シリアル接続インターフェース)の略。

Motorolaによって開発された3線式シリアルインタフェース。最小限の導線で比較的単純な同期シリアル通信を外部機器と行います。

以上

<本件に関する問合せ先>

旭化成株式会社　　　広報室　 　　 TEL：03-3507-2060

　　　　旭化成電子株式会社　営業部　　　　TEL：03-6911-2800
回転角センサIC＋2個のホール素子
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